
 

 

 

令和２年第３回 

 

瑞浪市議会定例会議案 
（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月２９日 

 

 



 

 



 

目   次 

 

議第９１号 訴訟上の和解について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 



議第９１号 
 
   訴訟上の和解について 
 
 次のとおり訴訟上の和解をすることについて、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 
 
  令和２年９月２９日 提出 
 

瑞浪市長 水 野 光 二    
 
 
１ 和解をする相手方 

住 所  ※※※※※※※※※※ 
相手方  ※※※※※※※※※※ 

２ 事件名 
   名古屋高等裁判所 

令和２年（ネ）第１２８号 差押債権取立訴訟控訴事件 
３ 事件の当事者 

（１） 控訴人 
※※※※※※※※※※ 
 
 

（２） 被控訴人 
瑞浪市 
代表者 市長 水野 光二 

４ 和解までの経緯 
（１） ※※※※※※※※※※は、法人Ａ、法人Ｂ、法人Ｃ及び法人Ｄが

登記上所有者とされる土地を利用して事業を行っている。ただし、

法人Ｃ及び法人Ｄは既に清算結了している。 
（２） 平成３０年第２回瑞浪市議会定例会において、瑞浪市が※※※※
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※※※※※※を相手方とし、市税の滞納者である法人Ａに対する滞

納処分として差し押さえた、相手方を第三債務者とする債権にかか

る差押債権取立の訴えの提起について上程し、可決された。 
 （３） 裁判の争点は、法人Ａの※※※※※※※※※※に対する未収債権

の存在の有無であった。令和２年１月１５日の第一審判決では、瑞

浪市側の主張が認められ、仮執行宣言付の判決を得た。 
（４） ※※※※※※※※※※は控訴したが、特段の審理もなく判決言渡

期日が決まった。その際、裁判官より和解勧奨があった。 
５ 和解の要旨 

（１） ※※※※※※※※※※は、第一審判決のとおり、５５，０８７，

４４９円の債務を負担していることを認めること。 
（２） ※※※※※※※※※※は、法人Ｃ及び法人Ｄ名義の不動産を所有

していることを認め、平成２５年度からの固定資産税の滞納金額（ 
※※※※※※※※※※円）が存在することを認めること。 

（３） ※※※※※※※※※※は、（２）の固定資産税の滞納金額を、月

額※※※円、計※※※回で支払うこと。 
（４） ※※※※※※※※が納税保証をすること。 
（５） ※※※※※※※※※※は、和解成立後、速やかに法人Ｂ、法人Ｃ

及び法人Ｄ名義の不動産について所有権移転登記手続きを行うこと。 
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